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■
日
本
で
唯
一
の「
犬
」を
テ
ー
マ
に
し
た
俳
壇
で
す
。

愛
犬
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
得
た
感
慨
を
俳
句
に
し

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
一
般
部
門
と
児
童
・
生
徒
部
門
（
中
学
生
以
下
）
の

２
部
門
が
あ
り
ま
す
。

■
原
則
と
し
て
、
五・
七・五
の
17
音
で
ま
と
め
て
く
だ

さ
い
。

■
募
集
期
間
は「
春
」（
１
〜
３
月
）・「
夏
」（
４
〜
６
月
）・

「
秋
」（
７
〜
９
月
）・「
冬
」（
10
〜
12
月
）
年
４
回
の

開
催
で
、開
催
ご
と
に
最
終
月
末
に
締
め
切
り
ま
す
。

■
応
募
作
品
に
は
、
四
季
折
々
の
「
季
語
（
季
節
を
表

す
言
葉
）」
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

■
ハ
ガ
キ
の
裏
面
に
以
下
の
必
要
事
項
を
、は
っ
き
り
楷
書
で

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
①
作
品
（
自
作
未
発
表
に
限
り

ま
す
。
ハ
ガ
キ
１
通
に
つ
き
２
句
ま
で
）
②
〒
住
所
、氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
会
員
番
号
、
電
話
番

号
※
お
ひ
と
り
で
何
通
で
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

■
送
り
先　

〒
１
０
１
‐
８
５
５
２
東
京
都
千
代
田
区

神
田
須
田
町
１
‐
５（
一
社
）
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ネ
ル
ク

ラ
ブ
広
報
課｢

愛
犬
と
の
ふ
れ
あ
い
の
俳
句｣

係

■
開
催
ご
と
に
以
下
の
入
賞
句
を
選
出
し
ま
す
。

　
　

特
選
：
５
句

　
　

入
選
：
10
句

　
　

佳
作
：
20
句
以
内

　
　

児
童
・
生
徒
の
部
入
選
：
若
干
句

　

※
入
賞
さ
れ
た
方
に
は
、記
念
品（
図
書
カ
ー

ド
）
を
お
送
り
し
ま
す
。
入
選
句
は
会
報

誌『
Ｊ
Ｋ
Ｃ
ガ
ゼ
ッ
ト
』に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

東
耕
　
　
真

野
上
　
　
卓

野
村
　
陽
子

前
田
　
千
文

山
下
　
奈
美

内
田
　
　
学

大
谷
　
昌
子

沖
野
　
晶
子

北
内
　
康
文

関
根
由
美
子

父
逝
き
て
星
守
る
犬
聖
夜
待
つ

女
正
月
「
ち
ま
き
」
と
決
ま
る
仔
犬
の
名

風
呂
吹
を
ふ
う
ふ
う
少
し
犬
に
分
け

手
袋
を
脱
い
で
子
犬
の
暖
か
さ

冬
の
夕
ガ
ラ
ス
に
映
る
留
守
番
犬

飯
田
　
芳
枝

池
本
　
千
恵

石
山
　
敏
郎

磯
　
　
政
美

木
村
　
隆
夫

木
村
　
達
雄

榊
原
　
康
之

鈴
木
　
惠
美

犬
も
寄
る
底
冷
え
の
夜
ま
あ
る
く
寝

着
ぶ
く
れ
た
犬
と
飼
い
主
と
こ
と
こ
と

帰
り
花
犬
は
犬
見
て
立
ち
止
ま
る

お
正
月
猫
に
や
ら
れ
た
う
ち
の
犬

す
れ
違
ふ
テ
リ
ア
と
柴
犬
落
葉
道

愛
犬
は
枯
葉
プ
ー
ル
が
お
気
に
入
り

炬
燵
で
は
添
ひ
寝
も
外
は
駆
け
出
さ
む

雲
の
影
追
い
か
け
犬
の
冬
日
向

愛
犬
と
初
日
待
ち
居
り
大
型
車

冬
う
ら
ら
散
歩
ぎ
ら
い
の
犬
お
ん
ぶ

す
れ
違
う
愛
犬
の
服
冬
に
入
る

庭
先
で
寝
て
い
る
犬
に
雪
つ
も
る

大
寒
の
犬
抱
き
寄
せ
る
朝
と
な
る

ハ
ー
ド
ル
を
次
々
跳
ん
で
白
息
の
犬

慄お
の
のけ

る
犬
を
毛
布
に
包く

る
み
け
り

夜
寒
急せ

く
犬
と
妻
待
つ
家
路
か
な

俺
に
似
て
き
た
な
と
犬
に
お
せ
ち
分
け

中
原
　
政
人

橋
本
　
有
子

平
山
　
良
志

星
野
美
江
子

松
下
　
弘
美

松
村
　
浩
子

安
田
　
清
一

𠮷
村
　
元
明

渡
会
　
克
男

寒
さ
ゆ
え
二
周
駆
け
る
や
ド
ッ
グ
ラ
ン

時
雨
る
る
や
子
犬
の
選
ぶ
軒
の
下

愛
犬
の
足
の
踏
ん
張
り
雪
し
ま
く

犬
の
名
で
呼
び
合
う
仲
間
福
寿
草

愛
犬
の
首
ぐ
っ
と
抱
く
冬
銀
河

庭
先
か
縁
側
か
、
幼
い
孫
と
愛
犬
と
が
雪
景
色
を
一
緒
に
見
て
い
る
。
孫
は
立
ち
、
犬
は
座
っ

て
。
お
互
い
に
そ
れ
が
今
は
自
然
な
姿
勢
な
の
だ
ろ
う
。「
立
ち
孫
」「
お
座
り
犬
」
と
工
夫

し
た
言
葉
遣
い
が
「
雪
景
色
」
の
愛
で
た
さ
を
生
か
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
大
き
な
冬
の
夕
焼
で
あ
ろ
う
か
。
犬
も
尻
尾
を
下
ろ
し
て
そ
の
荘
厳
さ
に
打
た

れ
て
い
る
よ
う
だ
。
で
も
作
者
が
声
を
掛
け
る
と
す
ぐ
に
尻
尾
を
振
っ
て
く
る
。「
尻
尾
の
正

直
さ
」
と
は
、
あ
り
そ
う
で
な
か
な
か
言
わ
れ
な
か
っ
た
表
現
で
は
な
い
か
。

今
年
も
よ
く
犬
と
歩
い
た
。
毎
日
一
万
歩
を
目
指
し
た
が
、
一
年
間
に
換
算
す
る
と

三
百
六
十
五
万
歩
。
何
百
万
な
ん
て
天
体
的
数
字
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
す
こ
し
身
近
に
思

え
て
き
た
。
と
も
あ
れ
こ
の
一
年
間
の
愛
犬
と
自
分
の
健
康
に
ま
ず
は
感
謝
。

老
犬
に
な
っ
た
の
か
、
人
が
怖
い
犬
な
の
か
、
人
に
懐
き
や
す
い
犬
な
の
か
。
と
も
あ
れ
、

門
番
に
は
不
向
き
な
愛
犬
。庭
先
で
、た
っ
ぷ
り
冬
日
を
浴
び
て
安
ら
い
で
い
る
。作
者
が
帰
っ

て
く
る
と
、
出
迎
え
て
は
く
れ
る
が
、
冬
日
の
匂
い
が
た
っ
ぷ
り
。

犬
や
猫
を
飼
っ
て
い
る
と
、
不
調
に
出
合
う
こ
と
が
あ
る
。
同
時
作
に
〈
愛
犬
を
毛
布
に
包

み
病
院
へ
〉
も
あ
っ
た
が
、
愛
犬
を
抱
い
て
病
院
へ
急
い
で
い
る
。
少
し
生
々
し
く
犬
の
鼓

動
が
手
に
伝
わ
る
。
大
雪
に
な
る
前
に
と
病
院
へ
急
ぐ
作
者
の
心
中
が
覗
か
れ
る
。

愛
犬
と
何
百
万
歩
年
の
暮

門
番
に
な
れ
ぬ
冬
日
の
匂
う
犬

立
ち
孫
と
お
座
り
犬
や
雪
景
色

愛
犬
の
鼓
動
小
雪
の
病
院
へ

冬
夕
焼
犬
の
尻
尾
の
正
直
さ

伊
東
　
　
真

折
田
祐
美
子

白
石
　
雅
義

星
月
彩
也
華

前
田
　
千
穂


